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概要 ＥＡ (600 字～800 字程度にまとめてください。) 
 

海浜植生構成種の遺伝的多様性の評価を行うことを目的として、海浜植物コウボウムギ Carex 
kobomugi のマイクロサテライトマーカーの構築を行った。コウボウムギのゲノムからマイクロサテラ

イト配列を含むクローンを単離した。110 クローンの塩基配列決定を行ったところ、そのうち 67 個

（60.9%）が(CT) n モチーフを含んでいた。重複しているクローンやプライマーの設計が不可能ないし

困難なものを除き、36 クローンについてプライマーを作成し PCR を行った。そのうち 15 ペアにおいて

特異的な DNA 断片の PCR 増幅が可能であった。多型を確認するため、まず３集団から各２個体(計６個

体)について PCR 産物の８％ポリアクリルアミドゲル電気泳動を行ったところ、全てのマーカーで集団

内ならびに集団間での多型が観察された。京丹後市久美浜町箱石浜の集団において 1m 間隔の 2 x 7m

のグリッドから採取した２４株の間（集団内）ならびに日本国内の６集団８個体（集団間）における多

型の有無を調査したところ、全マーカーで両レベルでの多型が確認された。 

また、京丹後市久美浜海岸におけるハマダイコン Raphanus sativus var. hortensis f. 

raphanistroides 野生集団における遺伝的変異を栽培ダイコンにおいて構築されたマイクロサテライ

トマーカーを利用して調査した。500ｍないし 100ｍ間隔で合計 9 箇所から 20 個体ずつサンプルを収集

し、各個体の遺伝子型を決定した。採集地点間の距離と遺伝的分化の程度に相関が見られ、久美浜海岸

のハマダイコン集団内に空間遺伝構造が存在することが示された。さらに、鳥取県ならびに福井県の野

生集団を含めたより広いスケールでの調査を行ったところ、集団の地理的位置と集団間の遺伝的分化の

程度の間に対応が認められた。 
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欧文概要 ＥＺ 

 
Fourteen polymorphic microsatellite loci were isolated from Asiatic sand sedge, Carex kobomugi Ohwi 

(Cyperaceae), a clonal perennial herb predominant in sandy coast vegetation in Japan. Polymorphism was 
surveyed for 24 ramets within a single population and for eight distinct individuals from six 
populations. Within a population, between two and eight alleles were found per locus, and expected 
heterozygosity ranged from 0.041 to 0.720. Among populations, a higher level of polymorphism was 
observed. The microsatellite loci were shown to be useful for the study of spatial genetic structure 
at fine scale and genetic differentiation among populations. 

 


